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１．平成18年3月期の業績予想（平成17年4月1日　～　平成18年3月31日）

（1）連結業績予想

44,000 百万円 0.0%

44,009 4.3%

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率

（２）個別業績予想

40,000 百万円 △12.9％ 43,000 百万円 △0.7％

45,942 9.7% 43,284 4.1%

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率

〔連結・個別業績予想に関する定性的情報等〕

連結業績予想について

平成１７年１１月１８日の中間決算発表時に公表しました予想と変わりがありません。

個別業績予想について

　第３四半期までの受注は、前年同四半期に比べ、土木・建築ともに民間工事は

増加しましたが、官公庁工事が減少したため、前年同期比２．６％の減となりました。

　業績予想については、平成１７年１１月１８日の中間決算発表時に公表しました予想と

変わりがありません。

２．平成18年3月期第３四半期業績の概況（平成17年4月1日～平成17年12月31日）

（１）個別受注実績

26,408 百万円 △2.6%

           27,119 0.7%

（注）パーセント表示は、前年同四半期比増減率

　　　

平成17年3月期実績

受注高

平成18年3月期予想

平成17年3月期実績

受注高

売上高

平成18年3月期予想

平成18年3月期第３四半期

平成17年3月期第３四半期

受注高



（参考）受注実績内訳 単位：百万円

％

（注）（　　）内のパーセント表示は、構成比率

〔個別受注実績に関する定性的情報等〕

第３四半期の受注については、概ね予定どおり推移しております。

土木

官公庁は、公共投資の削減や発注工事規模の縮小の影響を受け減少しました。
民間は、造成工事の受注が伸びたため増加しました。

建築

官公庁は、土木と同様の理由により、減少しました。

民間は、引き続き住宅ならびに民間設備投資関連の受注が伸びたため増加しました。

合計

当該四半期までの受注高は　２６，４０８百万円（前年同期比　７１１百万円減）

となりました。

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

該当する事象はありません。
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